
 

令和７年度 赤間保育園第三者委員会の報告 

  

 

令和６年度赤間保育園では、第三者委員会を、下記の通り開催いたしました。 

１．開催日時 

 ①令和６年 １１月 ２７日（水）１０：００～１０：４０ 

 ②令和７年  ４月 ２８日（月）１３：３０～１４：１０  ＊どちらも、リモートによる開催 

 

２．苦情・要望件数 

 ①前期（４月～９月）②後期（１０月～３月）の保護者からの「意見・要望・苦情」として２件。その内容と、対応について報告し、今後の課題改善に向けた取り

組みについて確認・共有をいたしました。なお、この１年間、保護者からの第三者委員への直接の相談はありませんでした。 

 

３．出席者 

 竹下秀俊委員、永渕美香子委員、小方圭子園長、桑野直巳副園長、塚田叔子副園長、 

主任保育士 次郎丸美紀、主任栄養士 寺山沙希 

 

４．報告内容 

 ①意見・要望・苦情内容 

１） 保育者の言動に不安を持たれたことについて 

 ２） 保育者の言動に不安を持たれたことについて 

  

５．第三者委員の方々からの助言 

 ①自分自身の在り方は、園の責任ではなく、まずは個人が考え、振り返りが必要な部分であると考える。どのような場面で感情的になったのかを、同じくらいの 

キャリアの先生方でグループワークをして、「先生のこんなところが〇〇だよね」と指摘し合ったり高め合ったりしていける研修内容があってもいいと思う。子 

どもたちのためにどんなに良いことをやっていても、ちょっとしたことで、感情のコントロールができない場面があることはもったいない。 

 

 ②様々なご指摘を頂いて、全てを一気に改善することは難しいと思う。これらのご指摘は、保育者が気をつければできる、頑張ればできるという問題でもない。特 

に、保護者に全てを伝達することに関して難しさを感じる。伝達の手段や方法については、現場にいる職員の意見で、一つひとつ丁寧に具体的に対策を考える 

必要があると思う。 

 

 ③一人ひとりの情報を書き込むことのできる伝達表は、良い取り組みであると感じた。ミーティングの内容や、子どもの情報が可視化されていることが素晴らし 

いと思う。書き込むことと同時に、直接顔を合わせて担任同士が語り合うことで、可視化されているだけでなくさらにリアルな状況が見えてくると思う。その 

ような時間を少しでもとることが大事である。その後、お申し出をされた保護者に、その後どうなのかと様子をこちらから聞くと、より安心して預けて下さる 

と思う。 

 

 

６．具体的な改善に向けて 

  第三者委員の方々よりいただいたご意見を基に、赤間保育園では問題の早期解決に向け、直ちに関係職員で話し合いを持ちました。２回にわたる第三者委員会 

での検討を経て、下記のことについて全職員で確認・共有しました。 

①日々のクラスミーティングで、その日の保育の振り返りや共有すべき子どもの情報の伝達・確認をより丁寧に行う。 

②園での子どもたちの様子については、降園時に丁寧にお話をすることを大切に考え、取り組む。 

   

 

保護者の皆さまからいただいたご意見・ご要望・苦情に学び、保育の信頼関係の充実に努めます。 

なお、利用者（保護者）アンケートの結果（令和７年２月１４日～２８日実施）については、ホームページにて報告いたします。 

                                                                   以上 


